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市の花 菊 市の木 桜 市の鳥 うぐいす 

市章 

二本松のイニシャル「Ｎ」をモチーフに躍動感あるフォルムでシンボライズ。

中心に集まる形は安達地方の中心都市であることの象徴と新市民の調和と

団結を表し、未来へ向かい躍進する市の未来像をデザイン化。 

緑は美しい自然、安達太良と阿武隈の山なみ、青は市の中心を流れる阿武隈

川を表しています。 
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